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（１）で求めた微分方程式の解は、一般に 

( )+= ftCv sin （C 、 は定数） 

と書ける。 0=t においては、初期条件より、 0=v である。さらに、
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①を p について 9501 =p hPaから 10002 =p hPaまで積分すると、 

0
2

1

2

1

=



+












+




 dp

p
dp

y

v

x

u p

p

p

p


 

2pp = で 0= だから、 

( ) ( ) 0112 ==−











+




− pp

y

v

x

u
pp   

したがって、 

( ) ( ) ( )

[Pa/s]  109.4

108.910)9501000(

2

62

121

−

−

−=

−−=











+




−==

y

v

x

u
pppp

 

②、③より、 
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⑥より、物理量 が保存量であるためには、 
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